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〇 家庭学習の基本的な考え方

★ 確かな学力を身に付けさせるために学校の授業だけでなく家庭での学
習が重要な役割を果たしている。

★ 学校と家庭が連携を図って，子供たちに家庭学習の習慣を身に付けさ
せる。

★ 家庭学習の時間は，低学年40分，中学年60分，高学年90分を目安とす
る。

★ 集中して取り組めるように，学習の環境（場所や時間帯等）を整える。

※子供や保護者へ配布資料
〇「家庭学習の手引き（５年用）」（４月の学級PTAでを配付する。）
〇 自学ノートの取組例（児童へ配付）

〇 工夫した点

★ポイント
１ 自学ノートを作り，見開き２ページ分を１回の自学学習として取り組んでいる。
２ ４月に自学ノートの取組例を配付し，やり方を指導する。
３ 自学ノート１ページ目には，「こつこつメニュー」を行う。ここでは，計算ドリル
や算数教科書の補充問題，テストのやり直しなどを行う。

４ 自学ノート２ページ目には，「ぐんぐんメニュー」を行う。授業の復習や予習を行
い，自分なりに工夫してまとめる。

５ 自学ノート２ページ目には，「いきいきメニュー」を行ってもよい。自分の好きな
ことを調べたり，日記を書いたりするなど，自由な学びに取り組む。

「家庭学習ＭＧＣ」実践例

【小学５年生 算数のＭＧＣ】
「通分や約分を理解するために，自学ノートで復習に取り組んだ
家庭学習」

（様式１）

〇 ＭＧＣの取組

算数の授業で学
習した約分と通分
の練習問題にチャ
レンジしている。

教科書やノート
を読み返して，
大事なことをま
とめている。

最小公倍数の見
つけ方で気付い
たことをまとめて
いる。


